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１ 地域医療の方向性と新医療センターの役割（案）
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総合診療

（１）市⽴医療施設、県⽴病院、⺠間医療施設の機能分
化・連携強化によるネットワーク型地域医療体制の構築

（２）地域包括ケアシステムの充実とその一端を担うため
の医療体制の構築

（５）医療情報のデジタル化の推進、医療施設間の情報共
有化による患者の利便性向上、業務の効率化

介護サービス

介護サービス事業所

⺠間病院・⺠間診療所

地域包括ケア
システムの充実

５つの市⽴病院・診療所

地域の医療需要や持続可能性への適応

市立施設の資源最適化のコントロール

医療 保健 福祉が連携したサービス提供

新医療センターの役割

回復期を重視した多機能型医療の提供

本部機能を強化し、連携や資源配分を調整

デジタル技術や情報ネットワークの活用

（連携体制の構築支援）

県⽴病院

地域医療

⾏政サービス

在宅医療

へき地医療

遠隔医療

地域医療奥州市モデルプロジェクトでの取組
モバイルクリニック 情報ネットワークの整備

母子・子育て
支援サービス、
ヘルスケアなど

基盤の整備

など

予防医療

急性期医療など 各役割に応じた医療の提供
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地域医療 奥州市モデル ６つのコンセプト

（３）医療資源を最適化し、その後（デジタ
ルネットワークや５つの市⽴医療施設と２つの県
⽴病院の連携体制が整った後）に、市⽴医療
施設の集約化の検討を進める

（４）市⽴医療施設の経営改善と医師確保
対策についての実効性ある取組

（６）奥州市モデルの実効性を高めるため
の複合型の新医療センターの整備推進

まごころ病院

⾐川診療所
⾐川⻭科診療所

前沢
診療所

本館
（新病院）

付属棟

医療介護連携拠点
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２ 新医療センターの医療機能と病床規模（案）
資料１ 新医療センターの医療機能と病床規模について

項 目 内 容 （奥州市地域医療懇話会（R5.5.29）で示した案）

医
療

特徴 急性期医療から、回復期をメインとした医療にシフトし、今後も増加が⾒込まれる高齢者に対し
て介護予防から在宅医療までの⼿厚い医療を提供できる体制構築を目指す。

外来等 一般外来、入院対応、透析等

救急 基本的には胆沢病院に集約する方針とするが、必要とされる受入機能については継続して協議

感染症対応 市⽴医療施設としての役割については、関係機関と継続して協議

地域包括ケア まごころ病院と連携しながら、訪問看護ステーションの体制を強化する。リハビリテーション機
能についても365日対応とするなど充実強化を図る。

⼩児医療 外来の休日対応など、子育てニーズに対応できる体制を構築

（１）医療機能

≪病床数の基本的な考え方≫
（１）地域医療構想に合わせ、将来の患者数やニーズを勘案

した必要病床数を確保することを基本とします。
（２）市⽴医療施設全体の削減数は84床（※１）程度となりま

す。なお、コロナ前に策定された「奥州⾦ケ崎地域医療介
護計画」では、市⽴医療施設全体で100床程度を減床する
としていましたが、感染症対策を加味した⾒直し（※２）
が必要となっています。
※１ 水沢病院▲65床（145床⇒80床）、前沢診療所▲19床（19床⇒無床化）
※２ 具体的には、対応ベッド数、院内感染対策、医療施設間の連携体制など

（３）現在の総合水沢病院と比較すると65床の減ですが、現
在50床を休床しており、実質的には15床の減となります。

病床種別 総合水沢病院 新医療センター

一般病床 121床（71床） 20床程度

地域包括ケア病床 24床（24床） 20床程度

回復期リハ病床 － 40床程度

計 145床（95床） 80床程度

（２）病床規模
詳細については、上記の内容をベースとして、庁内の検討委員会や医療専門部会において、現在検討中です。

※ 水沢病院は現在50床休床しており（ ）内は稼働中の病床数を表します。
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１ 新医療センター建設候補地の選定経過
資料２ 新医療センターの設置場所について

建設候補地の選定に当たっては、次の地域属性ごとに検討しました。

プ
ラ
ン

地域属性
（建設地の例）

病院建設に関する評価項目 病院機能に関する評価項目

建設コスト
アクセス ⾼度医療拠点

との近接性 拡張性 まちづくり
拠点⾞ 公共交通

Ⅰ 郊 外
（学校跡地、未利⽤市有地等） ◎ ◎ △ 建設場所

による ◎ △

Ⅱ 市街地
（公園、学校跡地等） ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

Ⅲ 現地建替
（現総合水沢病院敷地）

△ △ ◎ ◎ △ ◎

I〜Ⅲの各プランを検討した結果「Ⅱ 市街地」を最適なプランと選択しました。理由は次のとおりです。
《理由❶》今後高齢化がさらに進む中で、病院への通院を考えた場合、高齢者の利⽤頻度が高い公共交通

の利便性が良い場所が好ましい。(利⽤者の利便性)

《理由❷》病院を医療を提供する場所としてだけではなく、多世代の⼈が利⽤するまちづくりの拠点とし
ての性格を付与する場合においては、市街地に建設する方が賑わいの創出や新たなまちづくり
につながるポテンシャルが高い。(まちづくり拠点としての可能性)

《理由❸》市街地、特にも⽴地適正化計画エリアに建設することで、国からの補助制度の活⽤が可能にな
り、建設コストにおける一般財源の大幅な低減が可能になる。(建設コストの低減)

（１）建設候補地に関する複数案

（２）選択した地域属性とその理由
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「Ⅱ 市街地」案を基に最適地を検討した結果、 下記に掲げる４つの理由から

「水沢公園の陸上競技場及びその周辺」を最適候補地と考えています。

①利⽤者（市外・市内）のアクセス⾯での利便性
・公共交通（鉄道、バス）が充実しているエリアであり、また国道や高速道路（奥州スマートＩＣや水

沢ＩＣ）とも近く、市内外からのアクセス⾯での利便性が優れている。
・⾞でのアクセスに必要な広い駐⾞場や公共交通を利⽤する際に利⽤しやすいバスロータリーを設置でき

る十分な広さ（※1）を有している。
②ネットワーク型地域医療体制の中核となりえる適地

・⺠間医療施設が集中しているエリアであり、また高次医療機関である県⽴胆沢病院とも近く、症状に
応じた転院や紹介・逆紹介など相互アクセスが容易である。

③まちづくり拠点として多世代が集まるエリア
・水沢公園の中にあり、今後策定する同公園のリニューアル計画と合わせ、公園機能（休憩、散策、ス

ポーツ活動等）を活⽤することもでき、多世代の⼈が利⽤しやすく、賑わい創出が可能なエリアである。
・水沢の中⼼部に位置しているため、高校⽣等が集まりやすく、⻘少年特有の健康問題の予防や医学的ケ

アにつなげやすいエリアである。
④コストの低減

・市有地であり、土地取得費が発⽣しない。
・現在策定中の⽴地適正化計画における誘導区域内に想定されることから、都市構造再編集中支援事業

（※2）の活⽤を⾒込める場所である。
※1 建設候補地（水沢公園陸上競技場）敷地⾯積(約20,000㎡)

現総合水沢病院敷地（病院敷地︓10,472㎡ 駐⾞場敷地︓6,928㎡ 合計 17,400㎡）
※2 本事業の活⽤により、国からの補助が得られる。

２ 選択した候補地とその理由
資料２ 新医療センターの設置場所について

（１）選択した候補地

（２）選択した理由
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３ 建設場所に関するＱ＆Ａ
資料２ 新医療センターの設置場所について

Ｑ 水沢公園はなくなってしまうのか︖
Ａ 新医療センターの建物及び駐⾞場等の整備に必要な敷地⾯積は20,000㎡程度と

想定しておりますが、水沢公園は 110,000㎡以上あります。新医療センターは
水沢公園陸上競技場に建設を予定しており、現在ある公園施設の再整備は必要
となりますが、市⺠の憩いの場、健康増進の場としての水沢公園の設置目的は
維持できるものと考えています。

Ｑ 陸上競技場の代替地は考えているのか︖
Ａ 陸上競技場の代替地は奥州市のスポーツ施設全体の中で検討しますが、水沢公

園については、令和９年に開園150周年を迎えることから、新医療センター建
設と並⾏して、より魅⼒ある公園へとリニュ－アルすることとしております。
その再整備の中で、ジョギングコースやポケットパークの設置など健康増進や
遊びの場としての機能は残していきたいと考えております。

Ｑ 水沢公園の前の道路はいつも渋滞しており、新病院ができるとますます混雑するのでは︖
Ａ 新医療センターは市⺠が利⽤しやすい施設でなければなりません。よって、右折レーンやセンター構内へのバスロータリー

の設置など、渋滞緩和のために必要な整備について、併せて検討を進めます。

Ｑ 新医療センターを水沢公園に建設する場合、胆沢病院との距離が近すぎるのではないか︖
Ａ 令和２年に厚⽣労働省は、全国424の公⽴病院を再編統合すべきとして公表しました。その選定条件の一つは、「構想区域

内に一定数以上の診療実績を有する医療機関が２つ以上あり、かつお互いの所在地が近接している」でした。公⽴病院のあ
り方についてはコロナ禍を経て、国はこれまでの公⽴病院の再編・統合から連携・機能分化に軌道修正し、上記の条件も、
「類似かつ近接」となりました。地域医療奥州市モデルでは、救急や高度医療は胆沢病院に集約し、新医療センターは規模
を縮⼩するとともに回復期をメインとした医療に特化していきたいと考えており、そうした意味においては、類似の病院が
近接しているということではなく、相互に補完し合える医療施設となりますので、近接性については法的においても機能的
においても問題がないと考えております。

水沢体育館

建設候補地
（陸上競技場）

野球場

テニス
コート

水沢公園
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出典︓国土地理院撮影の空中写真（2016年撮影）


